
 スマホやタブレットなど情報通信機器の使い方を知り，安心・安全に使うことを目的

に，オーシャンブロードバンド（株）取締役の正 寿江利（まさ すえとし）さんにお話

をしていただきました。講話の中で「契約をする責任者は保護者」「家庭でルールをしっ

かり話し合い，守ることが重要」「寝室にスマホを持っていかない」等，安心・安全に使

うためのキーワードを教えていただきました。「フィルタリングをかければ安全」ではな

く，「家庭のルール作り，親子のコミュニケーション」が重要とのことでした。この機会

にぜひ，家庭でも話し合われてみてください。 

 

                                    

  

  

木場敏朗 

   

 暖かい日と肌寒い日を繰り返しながらも，いつの間にか日脚（昼の時間）が伸び，窓から入る

日差しの量も確実に増えてきています。風は冷たくても太陽の光がキラキラ輝く「光の春」・「喜

びの季節」の到来です。 

 １月は「行ってしまう」，２月は「逃げていく」，３月は「去っていく」とはよく言ったもの

で，年度末を迎え，過ぎゆく時間の流れの速さに改めて驚いている毎日です。 

 「新校舎落成記念式典」や「第７３回卒業式」，そして，「修了式」，「辞任式」と節目となる

大きな行事がいくつも控えているせいか，なおさら，時間の流れが速いように感じます。 

 上にも書いておりますが，新校舎の落成記念式典が３月６日（土）に開催されることになって

います。今現在，式典の実施日に間に合わせようと，外構（正門と駐車スペース）の工事が急ピ

ッチで行われています。記念式典の当日には，真新しい正門を御覧いただけるのではないかと思

います。 

 コロナ禍でなければ，多くの方々をお招きして盛大に記念式典を開催するところですが，感染

拡大防止の観点から規模を縮小しての開催となります。出席を希望される方全員に御案内ができ

ないことにつきまして心からお詫びを申し上げます。 

 落成記念に係る各種の記念事業の推進と記念式典の実施に際しましては，新校舎落成記念事業

実行委員長の榮年男様をはじめとする実行委員の皆様（赤嶺会と保護者の皆様）に御尽力いただ

いているところです。落成記念に係る事業が順調に進められていることに対しましても，心より

感謝を申し上げます。 

 さて，話は変わりますが，落成記念式典が終わるとすぐに，公立高等学校の入試が３月９日・

１０日の２日間で実施されます。その１週間後の１６日には「卒業式」が行われます。卒業して

いく３年生だけではなく，１年後，２年後に卒業する１・２年生の皆さんにも心に留めておいて

欲しいことを書きたいと思います。 

 「立つ鳥跡をにごさず」という言葉があります。みなさん一度は聞いたことがある言葉だと思

います。水鳥が飛び立つときに水を汚くしないのと同じように，人も立ち去る時には，見苦しく

ないように，きれいに後始末をしていくべきだという教えです。また，引き際は美しくあるべき

だという意味もあります。 

 ある本に，「鳥」を「人」に入れ替えた次の３つの言葉が紹介されていました。 

  １ 去る人，跡をにごす。 

  ２ 去る人，跡をにごさず。 

  ３ 去る人，跡を豊かにする。 

 皆さんは，どの言葉に当てはまる生き方を選びますか？ 

 人の価値は、何で決まるかというと，「何をしたか」ではなく，「何を残したか」で決まるそう

です。別れた後に，また会いたいと思われるような余韻を残す魅力ある人になりたいものですね。 

 保護者並びに地域の皆様，これからも，生徒一人一人が輝けるよう職員一同，一丸となって支

援して参りますので，一層の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

３月の主な行事 

 本校の卒業生の川口満太さん（大島北高校１年）が，２月２日から３日間，笠利中学校で

インターンシップ（職場体験学習）を行いました．先生としての仕事に興味を持っていた満

太さんには，３日間を通して先生の仕事（図書，保健，進路，学級，教科，作業等）を体験

してもらいました。「先輩に学ぶ」というテーマで１年生の生徒に，講話もしてもらいまし

た。１年生の生徒達も身近な先輩の話ということもあり，真剣に話を聴いていました。３日

間という短い時間ではありましたが，満太さんにとっても，本校の生徒にとっても大変有意

義な３日間になったと思います。  

 

令和２年度 笠利中だより 

      赤嶺ケ丘  

 ２月号   令和３年２月 26 日（金）発行 

〒894-0622 奄美市笠利町大字笠利 1924 番地  TEL 0997－63－8114 

 

 ３月６日（土）に新校舎落成記念式典を予定しています。実行委

員会（赤嶺会，本校ＰＴＡ）で，準備を進めています。本来ならば

来賓や卒業生，地域の方々にたくさんお越しいただいて盛大に行い

たいところですが，残念ながら新型コロナウイルス感染症対策とし

て，式典の規模を縮小して開催せざるを得ない状況です。 

 式典の中では，オープニングアトラクションとして本校第 47 回

卒業生の中村瑞希さんが祝い唄を，式典の後の記念講演では第 44回

卒業生の深田小次郎さん（株式会社しーま代表）が「島にあったら

いいなぁ～をしごとにして」という演題で講演をしてくださいま

す。式典はビデオで撮影し，また，機会を見つけて紹介できると思

いますので，式典・記念講演の成功を願っていただけると幸いです。 

 

笠利中新校舎落成記念式典 

 ２月 18 日（木）に英語（槻木教諭）の研究授業を，２月 24 日（水）

に音楽（山下教諭）の研究授業を，１年生で行いました。英語の授業で

は，笠利町の観光名所を英語で紹介できるように，音楽の授業では「星

の世界」をリコーダーでパートごとに最後まで吹けるように一生懸命に

取り組んでいました。どちらの授業でも生徒たちは主体的に，また，お

互いコミュニケーションを取りながら積極的に取り組んでい 

ました。笠利中学校では今回の２教科のみならず，すべての 

教科において授業力向上に向けた研究授業を行っています。 

今後も，全職員体制で授業力向上に取り組み，子どもたちに 

とって分かりやすい授業を目指していきたいと思います。 

 

 

研究授業（英語科・音楽科）を行いました！ 

大島北高校生インターンシップ（職場体験学習） 

  立つ鳥跡をにごさず 

文責：教頭 前田 

ｅ₋ネット安心講座 

３月 16 日（火）に，第７３回卒業式が挙行されます。今回も昨年度同様，新型コロナウイルス感染症対策

として，来賓等規模を縮小して行いたいと思いますので，御理解のほどよろしくお願いいたします。  



 

      


